
     
 
 
  

 

   

 
 秋

分
の
日
が
過
ぎ
、
秋
本
番
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
貫
井
町
会
お
よ
び
向
山
西

町
会
の
皆
様
に
は
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
の

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
お
い
て
、
目
白

通
り
や
旧
目
白 

通
り
の
交
差
点
で
子
供
た
ち
の
登
下
校
時

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

変
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
明
日
は
運
動
会
で
す
。
こ
れ
ま

で
休
み
時
間
も
教
室
で
表
現
の
練
習
に
励
み
、

運
動
会
当
日
に
向
け
て
、
熱
く
盛
り
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。
明
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
子

供
た
ち
が
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
年
の
運
動
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
本

気
！
全
力
！
最
後
ま
で
！
！
」
で
す
。
子
供

た
ち
の
熱
と
力
を
感
じ
さ
せ
る
と
て
も
情
熱

的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
運
動

会
の
練
習
の
中
で
も
、
子
供
た
ち
の
本
気
や 

         全
力
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

当
日
も
本
気
の
姿
や
全
力
の
姿
勢
、
最
後

ま
で
や
り
遂
げ
る
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

運
動
会
の
三
つ
の
Ｆ 

私
は
、
こ
の
運
動
会
を
通
し
て
、
子
供
た

ち
に
期
待
す
る
姿
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

次
の
三
つ
の
Ｆ
で
す
。 

一
つ
目
は
、
フ
ァ
イ
ト
の
Ｆ
で
す
。
団
体

競
技
や
徒
競
走
な
ど
で
、
本
気
で
全
力
で
最

後
ま
で
フ
ァ
イ
ト
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。競
技
で
は
勝
ち
負
け
が
つ
き
ま
す
が
、

本
当
の
勝
敗
は
簡
単
に
諦
め
て
し
ま
う
弱
い

自
分
と
の
勝
負
で
決
ま
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
弱
い
自
分
に
打
ち
勝
ち
、
困
難
を
乗
り

越
え
ら
れ
る
子
供
た
ち
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

二
つ
目
は
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
Ｆ
で
す
。

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
と
は
、
ル
ー
ル
を
守

り
、
相
手
を
尊
重
し
て
正
々
堂
々
と
全
力
を

尽
く
す
こ
と
で
す
。
昨
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、
フ
ェ
ア
プ
レ

ー
の
精
神
で
戦
う
選
手
の
姿
に
多
く
の
感
動

を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精

神
を
学
び
、
何
事
に
お
い
て
も
フ
ェ
ア
プ
レ

ー
の
精
神
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。 

三
つ
目
は
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
の
Ｆ
で
す
。

赤
白
問
わ
ず
、
互
い
に
友
情
を
育
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
友
情
は
何
に
も
代
え
難
い

大
切
な
も
の
で
あ
り
、
人
生
を
豊
か
に
す
る

も
の
で
す
。
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に

は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
仲
よ

し
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
共
に
競
技
や
演
技

を
し
、
頑
張
っ
て
い
る
友
達
を
応
援
す
る
中

で
、
友
情
を
深
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
相
手
の
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら
協
力

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。 

明
日
は
、
子
供
た
ち
が
、
最
後
ま
で
本
気

で
全
力
で
躍
動
す
る
姿
を
期
待
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
運
動
会
が
終

わ
っ
た
後
に
は
、
ご
家
庭
で
子
供
た
ち
の
活

躍
を
称
賛
し
、
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
め
る

よ
う
励
ま
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

     

十
月
の
行
事
予
定 

2
（
月
）
振
替
休
業
日 

3 (

火) 

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
（
四
年
） 

4
（
水
）
月
曜
時
間
割
・
委
員
会 

5
（
木
）
歯
科
検
診
・
貫
井
中
部
活
見
学
（
六
年
） 

6
（
金
）
視
力
検
査
（
五
年
） 

交
通
安
全
ビ
デ
オ
（
三
～
六
年
） 

交
通
安
全
歩
行
訓
練
（
一
，
二
年
） 

8
（
日
）
町
会
親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

9
（
月
）
体
育
の
日
（
町
会
親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会
予
備
日
） 

11
（
水
）
視
力
検
査
（
六
年
） 

移
動
教
室
前
検
診
（
五
年
） 

12
（
木
）
視
力
検
査
（
四
年
） 

軽
井
沢
移
動
教
室
（
五
年
）（
～
14
日
ま
で
） 

13
（
金
）
視
力
検
査
（
三
年
） 

14
（
土
）
学
校
公
開
（
三
時
間
授
業
） 

親
子
親
睦
会
（
六
年
） 

16
（
月
）
お
話
の
会
（
一
，
二
年
）
・
ク
ラ
ブ
活
動 

17
（
火
）
お
話
の
会
（
三
，
四
年
）
・
視
力
検
査
（
二
年
） 

二
年
生
火
曜
六
時
間
授
業
始 

18
（
水
）
午
前
授
業 

19
（
木
）
避
難
訓
練
・
歯
科
指
導
（
三
年
） 

視
力
検
査
（
一
年
） 

20
（
金
）
起
震
車
体
験
（
六
年
） 

23
（
月
）
ク
ラ
ブ
活
動 

24
（
火
）
個
人
面
談
① 

25
（
水
）
個
人
面
談
②
水
道
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
四
年
） 

読
書
週
間
始
（
～
11
／
17
ま
で
） 

26
（
木
）
個
人
面
談
③
・
貫
井
中
合
唱
見
学
（
六
年
） 

27
（
金
）
個
人
面
談
④ 

30
（
月
）
演
劇
鑑
賞
教
室 

31
（
火
）
個
人
面
談
⑤ 

本
気
！
全
力
！
最
後
ま
で
！
！ 

校
長 
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No．３６７ 

平成 29 年 10 月 

練馬第二小学校 

校長 大槻 亨 

★
今
月
の
生
活
目
標 

・
元
気
よ
く
運
動
し
よ
う
。 

★
週
の
生
活
目
標 

・
さ
そ
い
あ
っ
て
遊
ぶ
。 

・
薄
着
で
遊
ぶ
。 



連
合
水
泳
記
録
会
を
終
え
て 

六
年
担
任 

小
倉 

哲
治 

 

六
年
生
は
、
九
月
五
日
に
中
村
西
小
学
校
で
、

練
馬
第
三
小
、
中
村
西
小
の
六
年
生
と
連
合
水

泳
記
録
会
を
行
い
ま
し
た
。
六
月
の
水
泳
指
導

が
始
ま
っ
て
か
ら
六
年
生
は
各
自
の
め
あ
て

を
立
て
、
自
分
で
決
め
た
種
目
の
練
習
に
ひ
た

す
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
学
校

の
水
泳
の
授
業
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
の
方
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
自
主
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
た
子
も
多
く
い
た
そ
う
で
す
。 

 

当
日
は
練
二
小
は
見
学
者
が
一
人
も
な
く

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
選
手
紹
介
の
と
き
の
大

き
な
拍
手
と
泳
い
で
い
る
友
達
へ
の
す
ご
い

声
援
を
受
け
て
、
一
人
一
人
が
自
分
の
力
を
最

大
限
発
揮
し
た
と
思
い
ま
す
。
緊
張
で
震
え
る

手
を
押
さ
え
、
意
を
決
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
子

を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
夏
休
み
前

に
は
二
十
五
メ
ー
ト
ル
を
泳
ぐ
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
子
が
、
二
十
五
メ
ー
ト
ル
を
泳
ぎ
切

っ
た
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
何
よ
り
す
ご
か
っ

た
の
は
、
最
終
競
技
の
二
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

で
す
。
な
ん
と
男
女
と
も
に
一
位
。
し
か
も
練

二
小
の
メ
ン
バ
ー
は
、
泳
ぎ
の
き
れ
い
さ
と
ス

ピ
ー
ド
の
速
さ
が
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。 

 

自
分
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
最
後
ま
で
や

り
切
る
姿
や
友
達
へ
の
熱
い
応
援
な
ど
、
練
二

小
ら
し
さ
が
発
揮
さ
れ
た
連
合
水
泳
記
録
会

で
し
た
。
子
供
た
ち
へ
の
声
か
け
の
後
押
し
や

家
庭
練
習
な
ど
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

読
書
週
間
に
つ
い
て 

学
校
図
書
館
部 

佐
藤 

佳
代
子 

十
月
二
十
五
日(

水)

か
ら
十
一
月
十
七
日

(

金)

ま
で
の
約
三
週
間
が
読
書
週
間
で
す
。
こ

の
期
間
は
、
朝
学
習(

き
た
え)

の
時
間
を
読
書

の
時
間
に
し
た
り
、
図
書
委
員
会
が
集
会
で
本

の
紹
介
を
し
た
り
し
ま
す
。
読
書
週
間
に
先
立

っ
て
十
月
初
旬
よ
り
、
学
校
図
書
館
支
援
員
の

保
谷
さ
ん
が
、
各
ク
ラ
ス
順
番
で
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

期
間
中
の
図
書
館
に
は
、
各
先
生
方
の
お
す

す
め
の
本
紹
介
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
、
毎
年

子
供
た
ち
は
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
す
。 

ま
た
、
朝
会
で
は
校
長
先
生
と
副
校
長
先
生
か

ら
本
に
関
す
る
お
話
を
聞
く
時
間
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
読
書
を
通
じ
て
自
分
の
世
界

を
広
げ
る
楽
し
さ
に
つ
い
て
の
お
話
や
、
本
の

紹
介
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
校
長
先
生
や
副
校
長
先
生
の
お
話
も
子

供
た
ち
の
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

小
さ
い
頃
に
読
ん
だ
本
、
読
ん
で
も
ら
っ
た
本

は
ず
っ
と
心
の
宝
物
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
親

子
で
も
一
緒
に
本
を
読
ん
だ
り
、
好
き
な
本
の

話
を
し
た
り
し
て
、
素
敵
な
時
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。 

   

      

外
国
語
活
動 

外
国
語
活
動
担
当 

金
津 

春
菜
子 

 

今
年
度
は
、
高
学
年
は
週
一
時
間
、
中
学
年

は
月
一
時
間
の
ペ
ー
ス
で
、
外
国
語
活
動
の
学

習
を
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
パ
ト
リ
シ
ア
先

生
と
一
緒
に
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
通
し
て
、
英
語
に
慣
れ
親
し
み
、
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
低
学
年
で
も
、
英
語
に
ふ
れ

る
機
会
を
つ
く
り
、
外
国
語
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

子
供
た
ち
は
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組

む
ゲ
ー
ム
が
大
好
き
で
、
元
気
な
声
で
英
語
を

話
し
た
り
、
友
達
の
話
す
こ
と
を
笑
顔
で
聞
い

た
り
し
て
い
ま
す
。 

 

活
動
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
は
「
英
語
で
気

持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
と
か
「
友

達
の
こ
と
を
も
っ
と
知
れ
た
。」
と
い
う
思
い

を
も
っ
て
い
ま
す
。
学
級
で
共
に
過
ご
し
て
い

る
友
達
で
も
、
英
語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
で
新
し
い
一
面
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
素
敵
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。 

学
校
農
園
を
活
用
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

二
年
担
任 

杉
山 

知
久 

本
校
で
は
、
地
域
の
方
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

学
校
農
園
と
し
て
畑
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。

そ
の
農
園
を
活
用
し
て
、
毎
年
一
・
二
年
生

が
サ
ツ
マ
イ
モ
を
、
さ
ら
に
二
年
生
は
練
馬

大
根
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。 

九
月
の
上
旬
に
、
五
月
に
植
え
た
サ
ツ
マ

イ
モ
の
草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
予
想
以
上

に
成
長
し
て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
様
子
を
見

て
と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
収
穫

へ
の
期
待
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。 

農
園
だ
け
で
な
く
二
年
生
の
学
年
園
で
は
、

夏
野
菜
を
栽
培
し
ま
し
た
。
種
や
苗
の
形
や

色
を
観
察
し
た
り
、
育
て
る
苦
労
を
実
感
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
収
穫
し
た

ト
マ
ト
を
使
っ
て
ジ
ャ
ム
を
作
る
活
動
で
は
、

自
分
た
ち
が
育
て
た
野
菜
が
お
い
し
い
ジ
ャ

ム
に
変
わ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
、
自
然
の
恵
み
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず

に
、
秋
の
サ
ツ
マ
イ
モ
、
冬
の
練
馬
大
根
の

収
穫
を
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 


